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【はじめに】 

当院作業療法科では「その人らしさの実現」に向けた介入ができるよう、生活行

為向上マネジメントの一部である「生活行為申し送り表」を経過報告書として導

入した。導入後、報告書に「その人らしさ」が表現できているかを調査するため、

アンケートを実施した。 

 

【対象】 

回復期リハ病棟担当の作業療法士 

 

【結果】 

生活行為への意識が向上した、どんな生活がしたいかなどの話をするようにな

ったという前向きな意見が聞かれた。一方で、その人らしさが表現できているか

自信がないなど、その人らしさを捉えることの難しさを感じさせる意見もあっ

た。 

 

【考察】回復期リハ病棟においては、病前生活からの状態変化が大きく患者自身

も自分らしさを表現することが難しい時期である。「その人らしさ」が表現でき

ているか、自信がないのは「その人らしさ」が定義されていないためと考えた。

院内で定義して標準化することで解決を考えている。 
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はじめに

当院、作業療法科では、「その人らしさの実現」に向けた

介入ができるよう、生活行為向上マネジメント

（Management Tool for Daily Life Performance：以下、

MTDLP）の一部である「生活行為申し送り表」を作業療法

経過報告書として導入した。

導入後、報告書に「その人らしさ」が表現できているかを

調査するため、アンケートを実施した。

経緯、結果、及び考察を報告する。
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MTDLP（生活行為向上マネジメント）

• 活動と参加に焦点を当て、作業療法の臨床思考過程を
可視化した生活行為支援ツール。

• 日本作業療法士協会が国民や関連職種にわかりやすく
作業療法の形を示すために開発。

• 平成27年に通所リハビリテーションでは生活行為向上

リハビリテーション実施加算が新設。

生活行為聞き取りシート

MTDLPのプロセス

• インテーク

• アセスメント

• プラン・介入

• モニタリング

• 申し送り

生活行為アセスメント

生活行為向上プラン
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導入の目的

活動や参加の生活行為に焦点を
当てた報告書に変更

・リハ介入の振り返り
・「その人らしさ」に対する
意識の向上

生活行為申し送り表

生活行為申し送り表の導入過程

平成２８年 ８月 プロジェクトメンバーで作業療法経過報告書を

生活行為申し送り表として仮導入

平成２８年 ９月 徐々にOTスタッフにも導入

平成２９年 １月 完全に移行

平成３０年 ５月 アンケート実施
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内容

1. 【元気な時の生活状態】の項目について「その人らしさ」を表現し
た内容になっているか

2. 【ご本人の困っている、できるようになりたいこと】の項目に

ついて、 「その人らしさ」を表現した内容になっているか

3. 「生活行為申し送り表」に変更したことで提供する作業療法

に変化があったか

対象

回復期リハビリテーション病棟担当作業療法士 11名

目的

導入したことにより「その人らしさ」が表現できているかについて調査

アンケートの実施 結果①
【元気な時の生活状態】についてその人らしさを表現した内容になっているか

どちらともいえ

ない：7名
64%

いいえ：0名
0%

はい4名
36%

ADL自立度だけでなく

趣味なども記載するよ
うにしている。

ADLの自立度を記入
する傾向。

ｶﾙﾃの情報をそのまま
記入。
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どちらともい

えない：4名
36%

いいえ：0名
0%

はい：7名
64%

結果②
【本人の困っている、できるようになりたいこと】の項目について

その人らしさを表現した内容になっているか

合意した目標でも本人が
納得していないｹｰｽがある。なるべく、本人の言葉

を使うようにしている。

その人らしさを表現している
のか自信がない。

聞き取りが十分にできていな
かったと振り返るｹｰｽがある。

どちらともいえ

ない：3名
27%

いいえ：4名
37%

はい：4名
36%

結果③
生活行為申し送り表に変更したことで提供している作業療法に変化があったか

より細かい生活の動作や
環境について考えながら
訓練するようになった。

どんな生活に生きがいを
感じるかを話すようになった。

「その人らしさ」の表現が
出来ていない
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考察①

• 香山1)はその人らしさとは「自分らしくありたい」という願いであると
述べている。小林２）は「全ての人が心の中にやりたい生活行為を
明確にもっているわけではない」と述べている。

• 「その人らしさ」は個別性が高く、必ずしも言葉にできるとは限らな
い。さらに回復期リハビリテーション病棟は、当たり前の生活、当
たり前の身体が一変することで、自分らしさの表出が難しくなる時
期であると考える。

「その人らしさ」を見いだすことの難しさ

考察②

• 生活行為申し送り表の導入にあたり、こちら（導入者）の目的
や意図を含むOTスタッフへの伝達内容が、OTスタッフが理
解している部分とに乖離があったとも考えられる。

導 入 の 意 図 OTスタッフの理解

乖離
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今後の取り組み

•

• 導入目的に関してOTスタッフへ再度伝達。

• 科内勉強会にて事例検討会を実施、患者様の「その人らしい
生活」について深めていく。

• MTDLPの全てのシートの活用し、リハビリテーション総合実施
計画書と連動させ、関連職種や家族とも連携して取り組む。

当院としての
その人らしさ
を定義

その人らしさを見い
だすための

プロセスを強化

個別性のある
作業療法の提供

ご清聴ありがとうございました
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